
日髙神社 

別名、吉田神社。この聖なる場所は、太陽の神「天照大御神」と木の神「句句廼馳」、草の神

「草野姫」が祀られており、平家とも創建から結びつきがあります。神社の右側にある黒石は、屋久

島の沖にある口永良部島の火山岩ではないかと考えられています。この石は、1202年、屋久島に

はじめて吉田集落から上陸した平家落人が運び入れたもので、見晴らしのきく戦略上重要なこの

場所に建てられた砦の一部なのではないかという説もあります。彼らが戦いで使用したと言われる

槍は、御神体のひとつです。 

 


